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１．はじめに 

その 11 では直交壁付き RC 造耐震壁の静的載荷実験の

概要について述べた。本報では，試験体の静的載荷実験

結果から事前損傷の大きさが構造性能に与える影響につ

いて比較・検討する。また，直交壁付きの試験体（以下，

SF-13 シリーズ）の実験結果と、本報その１～その２で報

告した側柱付き（以下，SC-13 シリーズ）の実験結果を

比較することで拘束条件が構造性能に与える影響につい

て検討する。 

２．実験結果 

2.1   損傷及び拘束条件が荷重―変形関係に及ぼす影響 

側柱付き RC 造耐震壁 SC-13 シリーズと直交壁付き RC 

造耐震壁 SF-13 シリーズ荷重―変形関係をそれぞれ図―1，

図―2 に示す。層間変形角は，水平変形と壁板内法高さで

除して求めた。どの試験体も破壊過程は無損傷試験体と

同様の傾向を示し，0.25/1000rad.サイクル時に壁板にひび

割れが発生，6/1000rad.サイクル時に壁板筋が降伏し，

8/1000rad.付近でせん断滑り破壊を発生し、終局を迎えた。

グラフに示した赤点線は，材料実験データに基づくせん

断強度（靭性指針 3））の計算結果である。両シリーズの損

傷試験体最大耐力の実験値(図―1・図―2)をみると，SFシ

リーズは SC シリーズの 8 割程度であるが，これは SF シ

リーズのコンクリートの実圧縮強度σB が低かったことに

よると考えられ、これは 2.2 項に後述する。 

2.2   損傷及び拘束条件が最大耐力に及ぼす影響 

前項において，実圧縮強度σB の大きさは各シリーズ試

験体の最大耐力に影響があるか否かを確認するために，

各試験体の断面平均応力度τを用い，検討を行った。まず，

図－3，式(1)に示すように最大耐力と試験体の断面面積

（図―4に示す）の比を断面平均応力度τとする。 

𝜏 =
𝑄𝑢

𝐴𝑤
                                (1) 

ここで，𝑄𝑢: 実最大耐力(N), 𝐴𝑤: 試験体の断面積（mm2）  

また，試験体が大きな損傷を受けてコンクリートのせん 

断ひび割れなどが発生した場合，コンクリートの圧縮強

度が低下することが知られている。この低下した応力度

を正確に測定することはできないが，参考のため AIJ 靭性 

 

図―1 荷重―変形関係(SC-13 シリーズ) 

図―2荷重―変形関係(SF-13 シリーズ) 
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図―3 𝐴𝑤の説明図                         

指針の圧縮強度有効係数 3)νを乗じ低減させて計算したせ

ん断応力と低減係数ν＝1 とした場合の 2 通りの平均応力

度τと圧縮強度σB の比を算出する。表―1 の結果により，

試験体の事前損傷レベルと端部拘束条件による影響はほ

とんど見られなかった。  

表―1 τ/νσBの算出値 

 

2.3   損傷及び拘束条件が最終破壊状況に及ぼす影響 

SF-13 シリーズは，事前損傷レベルによらず，最終的に

壁板にせん断すべり破壊が生じた(図―4)。その際に，直

交壁が面外に少し孕み出したが圧壊が生じなかった。SC-

13シリーズの結果 5)と比較すると，同様な壁板のすべり破

壊が発生しており、拘束条件が最終破壊状況に及ぼす大

きい影響は見られなかった。 

 

壁板のすべり破壊 

図―4 最終破壊状況（SF-13シリーズ 直交壁付き） 

2.4   損傷及び拘束条件が層せん断力比に及ぼす影響 

図―5 に層間変形角に対する層せん断力比の推移を示す。

層せん断力比は，式(2)に示すように，同一なサイクルに

おける，事前損傷を受けた試験体の本加力における層せ

ん断力と無損傷試験体の層せん断力の比とした。 

    層せん断力比 =
有損傷試験体のせん断力QD

無損傷試験体のせん断力QD0
     (2) 

SF-13 シリーズ、SC-13 シリーズの層せん断力比の推移

を比較すると，事前の損傷を受けたため，両シリーズと

も剛性が低下し，壁板が負担できるせん断力が下がる。

事前載荷で経験した小変形のサイクルにおいて， 直交壁

試験体 SF-13 シリーズが負担できるせん断力は、柱付き壁

試験体 SC-13 シリーズより低い傾向であった。しかし，

未経験変形に近づくにつれ層せん断力比の値が徐々に上

がり，無損傷試験体との差が小さくなることが確認され

た。 

図―5 層せん断力の推移図 

2.5 損傷及び拘束条件がエネルギー吸収能力に及ぼす影響 

ループ面積比は同一サイクルにおける有損傷試験体の

ループ面積と無損傷試験体の比で表す。両シリーズの結

果(図―6)をみると，ともに，事前損傷レベルが大きいほ

ど，小変形時の範囲で，エネルギー吸収能力の低下を示

しているものの，変形が大きくなり，未経験変形に近づ

くにつれて，各事前損傷レベルの試験体のエネルギー吸

収能力は，同程度の値になり，最終的なエネルギー吸収

能力は変わらないことが確認された。一方で，SF-13 シリ

ーズの試験体の経験変形領域でのエネルギー吸収能力は

SC-13 シリーズより全体的に低く，特に SF-13-DIV は SC-

13-DIV と比べて，経験変形の 0.6％サイクルの際に，エネ

ルギー吸収能力は 7割程の低下が確認された。 

図―6 ループ面積比の推移図 

まとめと【謝辞】及び【参考文献】本稿のその 13 にまと

めて示す。 
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